
教科別の指導（課題学習）　　　教科別の指導
国語 算数 音楽 体育 日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習 特別活動 自立活動

前

期

「どんな名
前？」
・自分の名前が
わかり，返事が
できる。
・朝の会で自己
紹介することが
わかる。
＜もとめる＞

「なにをするも
の？」
・給食で使う物
や学習で使う身
近な物の使い方
がわかり，自分
の分を準備する
ことができる。
＜もとめる＞

「みんなで歌お
う」
・友達と一緒に
歌う＜かかわる
＞

「運動会を頑張
ろう」
・友達と一緒に
運動する＜かか
わる＞

「あたらしいお
ともだちや先生
と仲良くなろ
う」
・身近な人との
かかわりを通し
て，自己理解や
他者理解の基礎
的な力を身につ
ける。
「あいさつをし
よう」
・亥札や返事の
仕方を覚えて，
より良い人間関
係を築く力を身
につける。
　＜かかわる＞
「こたえよう」
○声掛けや関わ
りに，表情や発
声で応える。
＜かかわる＞

「みんなで楽し
く」
・いろいろな歌
を覚えたり，手
遊びやダンスを
覚えて一緒にす
ることで仲間意
識を育てる。＜
かかわる＞

「春の遠足にい
こう」
・学校以外の公
共の施設や店舗
に出かけて社会
ルールや決まり
を知る。＜かか
わる，はたす＞

「新しいともだ
ち」
・新しいお友だち
がわかり，一緒に
楽しい時間を過ご
す。＜かかわる，
はたす＞

○お友だちを知
り，声掛けを受け
入れる。
＜かかわる＞

「避難訓練に参加
しよう」
・集団の中の一員
であることがわか
り，決められた行
動ができるように
する。＜はたす＞

後

期

「楽しいお話聞
きたいな」
・教師の話を聞
いたり絵本や紙
芝居を読んでも
らって社会的認
識の基礎を知
る。＜もとめる
＞

「みんなで楽し
く」
・友だちや先生
と一緒にいろい
ろな歌を歌った
り，手遊びやダ
ンスをしたりし
て仲間意識を育
てる。

「秋の遠足にい
こう」
・友だちや先生
と一緒にりんご
園まで歩くこと
で仲間意識を育
てる。
・ルールや決ま
りを知る。＜か
かわる，はたす
＞

「６年生をおくる
会をしよう」
・卒業する友だち
と一緒に楽しい時
間を過ごす。
＜かかわる，はた
す＞

「にがてなこと
をなくそう」
・生活や学習上
での自分の課題
を解決するため
に自分のやらな
ければならない
課題を知る。＜
もとめる＞

「おべんきょう
しよう」
・生活や学習上
での自分の課題
を知る。
・得意な部分を
伸ばしたり苦手
な部分の克服を
目指す。＜もと
める＞

「自分を知ろ
う」
○自分のできる
ことや苦手なこ
とを知る。
＜もとめる＞

特活
「奉仕活動に取り組もう」
・児童生徒会の一員であること
を知る。奉仕活動に友だちや先
生と参加することを知る。
＜はたす＞

日生
「給食の準備をしよう」
・集団の一員として協力して給
食の準備をすることを知る。
＜はたす＞

日生
「きれいにしよう」
・教室や身の回りの掃除の仕方
を覚える。
・友だちや先生と，決められた
時間内で掃除をすることを知
る。
＜はたす＞

その他の活動

「志教育」年間指導計画（小学部：低学年）　　○印は，あすなろ教室の内容を示す。

領域・教科を合わせた指導 領域別の指導
期



国語 算数 音楽 体育 日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習 特別活動 自立活動

前

期

「自己紹介した
いな」

みんなの前や他
の場所で，自己
紹介をする。
＜もとめる＞

「だれがつかう
もの？」

給食で使う物や
学習で使う身近
な物を使う人の
分がわかり配っ
てあげることが
できる。

＜もとめる＞

「みんなで歌お
う」・友達と気
持ちを合わせて
楽しく歌う。＜
かかわる＞

「運動会を頑張
ろう」
・友達と一緒に
楽しく運動する
＜かかわる＞ 「みんなで楽し

く」
・おぼえた手遊
びをクラスの先
生や友だちと一
緒にすることで
かかわる気持ち
を育てる。
＜かかわる＞

「春の遠足」
・学校以外の公
共の施設や店舗
に出かけて社会
のルールや決ま
りを守る。
＜かかわる，は
たす＞

「奉仕活動に取り組もう」
・児童生徒会の奉仕活動に友だ
ちや先生と参加し，決められた
時間内，活動することで働くこ
との意識を高める。＜はたす＞

日生
「おいしい給食」
・集団の一員として協力し合っ
て給食の準備や後片付けをする
ための意識を持ち，自分のでき
る仕事を通して働くことの意味
を知る。＜はたす＞

後

期

「楽しいお話知
りたいな」
いろいろな本が
あることに気づ
き自分で読んだ
り教師に読んで
もらったりして
知識を拡大す
る。

＜もとめる＞

「秋の遠足にい
こう」
・ルールや決ま
りを守りなが
ら，友だちや先
生とりんご園ま
で歩くことで仲
間意識を育て
る。
・ルールや決ま
りを守りながら
りんご狩りを楽
しむ。
＜かかわる，は
たす＞
「おとまり会を
しよう」
・宿泊活動にお
ける，社会の
ルールや集団の
きまりを知る。
＜かかわる，は
たす＞

日生
「きれいにしよう」
・教室や身の回りの掃除を友だ
ちや先生と，決められた時間内
で行い，自分の役割を果たす。
＜はたす＞

「あたらしいお
ともだちや先生
と仲良くなろ
う」
・様々な人との
かかわりを通し
て，自己理解や
他者理解の基礎
的な力を身に付
ける。＜かかわ
る＞

「げんきな挨
拶」
・挨拶すること
に慣れ先生やお
友だちに元気に
挨拶をし，より
良い人間関係を
築く力を身につ
ける。＜かかわ
る＞

「こたえよう」
○声掛けや関わ
りに，表情や発
声で応える。
＜かかわる＞

「新しいおとも
だちをむかえる
会」をしよう
・新しいお友だ
ちを迎え，楽し
い時間を過ごす
ことにより他者
とかかわる力を
育てる。
＜かかわる，は
たす＞

○お友だちを知
り，声掛けを受
け入れる。
＜かかわる＞

「避難訓練に参
加しよう」
・集団の中の一
員であることを
認識し，決めら
れた行動ができ
るようにする。
＜はたす＞

「にがてなこと
をなくそう」
・生活や学習上
での自分の課題
を解決するため
に取り組む。＜
もとめる＞

「おべんきょう
しよう」
・生活や学習上
での自分の課題
を解決するため
に取り組む。
・得意な部分を
伸ばしたり苦手
な部分の克服を
目指して自分の
やらなければな
らない課題に取
り組む。＜もと
める＞
「自分を知ろ
う」
○自分のできる
ことや苦手なこ
とを知る。
＜もとめる＞

「志教育」年間指導計画（小学部：中学年）  ○印は，あすなろ教室の内容を示す。

期
教科別の指導（課題学習） 教科別の指導 領域・教科を合わせた指導 領域別の指導

その他の活動



国語 算数 音楽 体育 日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習 特別活動 自立活動

前

期

「自己紹介し
たいな」
いろいろな活
動場面や集会
などで，自己
紹介をする。
＜もとめる＞

「だれがつかう
もの？」

給食で使う物や
身近な物を使う
人の分がわかり
配ってあげるこ
とができる。＜
もとめる＞

「みんなで歌お
う」
・友達の良いと
ころに気付き一
緒に歌う＜かか
わる＞

「運動会を頑張
ろう」
・友達と一緒に
運動し，役割を
果たそうとする
意欲を高める＜
かかわる＞＜は
たす＞

「みんなで楽し
く」
・おぼえた手遊
びを他のクラス
の人や，他のク
ラスの先生と一
緒にすることで
かかわる気持ち
を育てる。＜か
かわる＞

「春の遠足」
・ルールや決ま
りを守って買い
物活動や外食活
動をする。
〈かかわる，は
たす〉

特活
「奉仕活動に取り組もう」
・児童生徒会の奉仕活動に進ん
で取り組み，友だちや先生と協
力して，決められた時間内，奉
仕活動をする。〈はたす〉
日生
「おいしい給食」
・集団の一員としての意識を持
ち，進んで給食の準備や後片付
けをする意識を高め，働くこと
の意味を知る。〈はたす〉

後

期

「楽しいお話い
ろいろ知りたい
な」
自分からいろい
ろな本に興味を
持ち，自分で読
んだり教師に読
んでもらったり
して知識を拡大
する。
＜もとめる＞

「秋の遠足にい
こう」
・友だちや先生
と一緒にりんご
園まで歩くこと
で仲間意識を育
てる。
・社会のルール
や決まりを守
る。＜かかわる
＞

「おとまり会を
しよう」
・社会のルール
や集団のきまり
を守り宿泊活動
をする。〈かか
わる・はたす〉

日生
「きれいにしよう」
・教室や身の回りの掃除を友だ
ちや先生と協力し合い，決めら
れた時間内で進んで行い，自分
の役割を果たす。〈はたす〉

「あたらしいお
ともだちや先生
と仲良くなろ
う」
・様々な人との
かかわりを通し
て，自己理解や
他者理解の基礎
的な力を身につ
ける。
＜かかわる＞

「げんきな挨
拶」
・学校以外で
も，挨拶するこ
とに慣れて知ら
ない人にも元気
にあいさつを
し，より良い人
間関係を築く力
を身につける。
＜かかわる＞

「こたえよう」
○声掛けや関わ
りに，表情や発
声で応える。
＜かかわる＞

「避難訓練に参
加しよう」
・集団の中の一
員であることを
自覚し，決めら
れた行動で自ら
活動することが
できるようにす
る。〈はたす〉

「新しいおとも
だちをむかえる
会」をしよう
・新しいお友だ
ちを迎え，意欲
的に楽しい時間
を過ごすことに
より他者とかか
わる力を育て
る。
○お友だちを知
り，声掛けを受
け入れ，落ち着
いて活動する。
＜かかわる＞

「にがてなこと
をなくそう」
・生活や学習上
での自分の課題
を解決するため
に取り組むとと
もに，できるこ
とを多くするよ
うに取り組む。
＜もとめる＞

「おべんきょう
しよう」
・生活や学習上
での自分の課題
を解決するため
に進んで取り組
む。
・得意な部分を
伸ばしたり苦手
な部分の克服を
目指して自分の
やらなければな
らない課題に進
んで取り組む。
＜もとめる＞
「自分を知ろ
う」
○自分のできる
ことや苦手なこ
とを知り，取り
組む。＜もとめ
る，はたす＞

「志教育」年間指導計画（小学部：高学年）　　○印は，あすなろ教室の内容を示す。

期
教科別の指導 教科別の指導（課題学習） 領域・教科を合わせた指導 領域別の指導

その他の活動


